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はじめに

ここでは、次の項目について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Fusion Middlewareのインストールおよびアップグレードを担当するOracle Fusion Middlewareシステム管理者を対象としています。読者がアップグレード対象のシステムの構成および予想される動作について理解していることを前提としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

お客様は、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gドキュメント・ライブラリにある次の関連ドキュメントを参照してください。

	
アップグレードに関するドキュメント

	
『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』


	
Oracle Fusion Middleware Java EEのためのアップグレード・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite、WebCenterおよびADFアップグレード・ガイド


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』





	
『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Portal, Forms, Reports and Discovererインストレーション・ガイド』


	
Oracle Fusion Middleware管理者ガイド





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 Oracle WebCenter Contentのアップグレード・プロセスの概要


この章では、これまでOracle Enterprise Content Management Suiteと呼ばれていたOracle WebCenter Contentコンポーネントを、Oracle Enterprise Content Management 10gからOracle WebCenter Content 11gへアップグレードするために必要な手順の概要を説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第1.1項「Oracle Enterprise Content Management 10gユーザー向けの特記事項」


	
第1.2項「Oracle WebCenter Contentのアップグレード・プロセスのフロー・チャート」


	
第1.3項「Oracle WebCenter Contentのアップグレード手順を示す表」






1.1 Oracle Enterprise Content Management 10gユーザー向けの特記事項

Oracle Enterprise Content Management Suiteは、Oracle WebCenter Content for 11gという名称に変更されました。表1-1は、10gのコンポーネント名と11gの対応する名前を示しています。


表1-1 10gおよび11gのOracle WebCenter Contentコンポーネント名

	Oracle Enterprise Content Management Suite 10g	Oracle WebCenter Content 11g
	
Oracle Imaging and Process Management

	
Oracle WebCenter Content: Imaging


	
Oracle Information Rights Management

	
Oracle Information Rights Management


	
Oracle Universal Content Management

	
Oracle WebCenter Content


	
Oracle Universal Records Management

	
Oracle WebCenter Content: Records












1.2 Oracle WebCenter Contentのアップグレード・プロセスのフロー・チャート

図1-1は、Oracle WebCenter Contentのアップグレード・プロセスのフロー・チャートを示しています。このチャートを参照して、既存のOracle Fusion Middleware環境に適した実行手順をよく確認してください。




	
注意:

このガイドでは、アップグレード・アシスタントを使用したOracle Universal Content Management 10gおよびOracle Universal Records Management 10gのアップグレードについて説明します。

Oracle Information Rights Management 10gおよびOracle Imaging and Process Management 10gのアップグレードに関する詳細は、Oracleサポートにお問い合せください。










Oracle WebCenter Contentコンポーネント

Oracle Universal Content Management 10gとOracle Universal Records Management 10gのどちらをアップグレードする場合も、そのアップグレード・プロセスは同じです。ただし、中間層をアップグレードする前に、Oracle Enterprise Content Management Suite 10gコンポーネント・スキーマをアップグレードする必要があります。

図1-1は、Oracle WebCenter Contentをアップグレードするための手順について説明しています。


図1-1 Oracle WebCenter Contentのアップグレード・プロセスのフロー・チャート

[image: 図1-1の説明が続きます]









1.3 Oracle WebCenter Contentのアップグレード手順を示す表

表1-2は、アップグレード・プロセスのフロー・チャート(図1-1を参照)に示されている各手順について説明しています。この表では、処理における各ステップの詳細について、その参照先も示します。


表1-2 Oracle WebCenter Contentのアップグレード・プロセス

	ステップ	説明	詳細情報
	
アップグレードの概要の確認

	
『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』には、Oracle Application Server環境全体をOracle Fusion Middlewareにアップグレードする方法に関する高度な概要が記載されています。

これには、互換性に関する情報や、ミドルウェア・コンポーネントをサポートするデータベースのアップグレード手順が含まれます。

	
『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』を参照


	
アップグレードの開始ポイントについて

	
アップグレードを計画する前に、Oracle WebCenter Contentアップグレードでサポートされている開始ポイントについて理解しておいてください。

	
タスク1: Oracle WebCenter Contentアップグレードの開始ポイントについての理解



	
Oracle WebCenter Content 11gトポロジの決定

	
アップグレードを開始する前に、Oracle Fusion Middleware 11gの基本的なトポロジについて理解しておいてください。

	
タスク2: Oracle WebCenter Contentトポロジの決定



	
Oracle WebCenter Contentのインストールによる11g Middlewareホームの作成

	
WebLogic ServerをインストールしてMiddlewareホームを作成してから、Oracle WebCenter Content 11gをインストールします。

	
タスク3: Oracle Fusion Middlewareのインストール



	
アップブレード・アシスタントの実行によるスキーマのアップグレード

	
Oracle WebCenter ContentまたはOracle WebCenter Content: Records用のデータベース・スキーマをアップグレードします。

	
タスク4: アップグレード・アシスタントの実行によるOracle WebCenter Contentスキーマのアップグレード



	
新規11gドメインの構成および新規スキーマの参照

	
Oracle WebCenter Content構成ウィザードを使用して、新しいOracle Fusion Middleware中間層を構成します。

	
タスク5: Oracle WebCenter Contentドメインの構成



	
アップグレード・アシスタントの再実行による中間層のアップグレード

	
Oracle Fusion Middlewareアップグレード・アシスタントにより、既存のOracle Enterprise Content Management Suite 10gの中間層から、新たにインストールされたOracle WebCenter ContentまたはOracle WebCenter Content: Recordsの中間層に、構成データがコピーされます。

	
タスク6: アップグレード・アシスタントの使用によるOracle WebCenter Content中間層のアップグレード



	
各中間層に対するアップグレード後に必要な手動手順の実行

	
多くのアップグレード・タスクは、Upgrade Assistantによって自動で実行されますが、Upgrade Assistantを実行した後で、構成設定を手動で変更する必要がある場合があります。

	
タスク7: アップグレード後に必要な構成タスクの実行



	
アップグレード・アシスタントの実行によるアップグレード環境の検証

	
アップグレード・アシスタントには、アップグレード後の環境を検証して特定のコンポーネントおよびURLが機能することを確認する機能があります。

	
タスク8: Oracle WebCenter Contentのアップグレードの検証
















2 サポートされているOracle WebCenter Contentの開始ポイント


この章では、サポートされているOracle WebCenter Content 11gへのアップグレードの開始ポイントについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第2.1項「サポートされているOracle Universal Content Management 10gの開始ポイント」


	
第2.2項「サポートされているOracle Universal Records Management 10gの開始ポイント」


	
第2.3項「Oracle Imaging and Process Management 10gのアップグレード」


	
第2.4項「Oracle Information Rights Management 10gのアップグレード」







	
注意:

Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)のコンポーネントを実行している場合は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』を参照してください。

このガイドでは、Oracle Enterprise Content Manager 10gからOracle WebCenter Content 11gへのアップグレード方法について説明します。











2.1 サポートされているOracle Universal Content Management 10gの開始ポイント

このガイドでは、表2-1に示されているOracle Universal Content Management (UCM) 10gリリースからOracle WebCenter Content 11gへのアップグレード手順について説明します。


表2-1 Oracle WebCenter ContentでサポートされるOracle Universal Content Managementリリース

	リリース	説明または注意
	
Oracle UCM 10gリリース3 (10.1.3)

	
10g Oracle URMシステム全体をアップグレードする場合のみ、Oracle UCMアップグレードを実行する必要があります。10g RM Corporateシステムまたは10g Content Server Adapterシステムをアップグレードする場合は、Oracle URMアップグレードではなく、Oracle Universal Content Managementアップグレードを実行します。











	
注意:

10gリリース3 (10.1.3)より前のバージョンのOracle Universal Content ManagementまたはOracle Universal Records Managementを実行している場合は、Oracle WebCenter Content 11gにアップグレードする前に、10gリリース3 (10.1.3)バージョンにアップグレードする必要があります。














2.2 サポートされているOracle Universal Records Management 10gの開始ポイント

このガイドでは、表2-2に示されているOracle Universal Records Management (URM) 10gリリースからOracle WebCenter Content: Records 11gへのアップグレード手順について説明します。


表2-2 Oracle WebCenter Content: RecordsでサポートされるOracle Universal Records Managementリリース

	リリース	説明または注意
	
Oracle Universal Records Management 10gリリース3 (10.1.3)

	
10g Oracle URMシステム全体をアップグレードする場合のみ、Oracle URMアップグレードを実行する必要があります。10g RM Corporateシステムまたは10g Content Server Adapterシステムをアップグレードする場合は、Oracle URMアップグレードではなく、Oracle Universal Content Managementアップグレードを実行します。











	
注意:

10gリリース3 (10.1.3)より以前のバージョンのOracle Universal Content ManagementまたはOracle Universal Records Managementを実行している場合は、Oracle WebCenter Content11gにアップグレードする前に、10gリリース3 (10.1.3)バージョンにアップグレードする必要があります。














2.3 Oracle Imaging and Process Management 10gのアップグレード

アップグレード・アシスタントは、Oracle Imaging and Process Management (Oracle I/PM) 10gからOracle WebCenter Content: Imaging 11gへのアップグレードをサポートしていません。

Oracle I/PM 10gからOracle WebCenter Content: Imaging 11gへのアップグレードに関する詳細は、Oracleサポートにお問い合せください。






2.4 Oracle Information Rights Management 10gのアップグレード

アップグレード・アシスタントは、Oracle Information Rights Management 10gからOracle Information Rights Management 11gへのアップグレードをサポートしていません。

Oracle Information Rights Management 10gからOracle Information Rights Management 11gへのアップグレードに関する詳細は、Oracleサポートにお問い合せください。









3 10gユーザーのためのOracle WebCenter Content


この章では、Oracle Enterprise Content Management Suite 10gユーザーを対象にOracle WebCenter Content 11g環境のいくつかの主要な概念について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第3.1項「Oracle WebCenter Contentコンポーネント」


	
第3.2項「Oracle WebCenter ContentおよびOracle WebLogic Server」


	
第3.3項「Oracle WebCenter Contentのディレクトリ構造」


	
第3.4項「Oracle WebCenter ContentおよびOracle WebCenter Content: Recordsに対する変更」


	
第3.5項「Oracle WebCenter Content: Imagingに対する変更」


	
第3.6項「Oracle Information Rights Managementに対する変更」


	
第3.7項「その他の参考資料」






3.1 Oracle WebCenter Contentコンポーネント

Oracle WebCenter Contentは、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの1つで、コンテンツを管理するために設計された統合的な製品スイートです。これは、業界で最も統合化されたエンタープライズ・コンテンツ管理プラットフォームです。これを使用すると、業界最先端のドキュメント管理、Webコンテンツ管理、デジタル資産管理およびレコード管理機能を活用して、ビジネス・アプリケーションを構築できます。コンテンツおよびアプリケーションの戦略的なエンタープライズ・コンテンツ管理インフラストラクチャを構築することで、コストの削減、エンタープライズを横断する容易なコンテンツの共有、リスクの最小化、時間を浪費する高価な手動プロセスの自動化、および複数のWebサイトの単一のプラットフォームへの統合化を支援します。

Oracle WebCenter Contentは、次に示すような多くの様々なコンポーネントで構成されています。

	
Oracle WebCenter Content


	
Oracle WebCenter Content: Records


	
Oracle Information Rights Management


	
Oracle WebCenter Content: Imaging


	
Oracle Webcenter Content: Capture




Oracle WebCenter Contentのすべてのコンポーネントおよび機能の詳細は、「Oracle WebCenter Contentの理解」を参照してください。






3.2 Oracle WebCenter ContentおよびOracle WebLogic Server

Oracle Enterprise Content Manager 10gとOracle WebCenter Content 11gの最も大きな違いは、Oracle WebLogic Serverへのデプロイメント、およびOracle WebCenter ContentコンポーネントとOracle Fusion Middlewareアプリケーション(Oracle SOA Suite、Oracle Business Process Managementなど)の統合です。

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概要に関する項を参照してください。


Oracle WebLogic Server Middlewareホーム

Oracle WebCenter Contentには、システム上にOracle WebLogic Serverが含まれるMiddlewareホームが必要です。システムにまだOracle WebLogic Serverがない場合、新しいMiddlewareホーム・ディレクトリにこれをインストールできます。

Middlewareホームは、Oracle WebLogic Serverホーム、および必要に応じて1つのOracle共通ホームと1つ以上のOracleホームのコンテナです。ディレクトリ構造は次のようになります。


/middleware_home
     wlserver_10.3
     jdk160
     oracle_common
   WC_CONTENT_ORACLE_HOME
     user_projects


Oracle WebCenter Contentホームには、Oracle Enterprise Content Management (ECM) Suiteに必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが含まれています。WC_CONTENT_ORACLE_HOMEは、パス名においてECM Oracleホームを表します。

Oracle WebCenter Contentホームは、複数のOracle WebLogic Serverドメインと関連付けることができます。Oracle共通ホームには、Oracle WebCenter Content 11g Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが含まれます。

ミドルウェア・ホームは、ローカル・ファイル・システム上、またはネットワーク・ファイル・システム(NFS)経由でアクセス可能なリモートの共有ディスク上に配置できます。

Middlewareホームの構造とコンテンツの詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概念の理解に関する項を参照してください。






3.3 Oracle WebCenter Contentのディレクトリ構造

図3-1は、Oracle WebCenter Contentインストールのデフォルトのディレクトリ構造を示しています。

Oracle WebLogic Serverをインストールすると、インストーラによってミドルウェア・ホーム・ディレクトリ(MW_HOME)が作成されます。このディレクトリには、Oracle WebLogic Serverホーム・ディレクトリ(WL_HOME)およびOracle共通ホーム・ディレクトリ(ORACLE_COMMON_HOME)があります。Oracle共通ホーム・ディレクトリには、Oracle Enterprise Manager、Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが含まれます。

Oracle WebCenter Contentをインストールすると、WebCenter Content Oracleホーム・ディレクトリ(WC_CONTENT_ORACLE_HOME)がミドルウェア・ホーム・ディレクトリの下に作成されます。WebCenter Content Oracleホームには、Oracle WebCenter Contentのバイナリおよびライブラリ・ファイルが含まれます。

Oracle WebLogic Serverドメインを作成するようにOracle WebCenter Contentを構成すると、デフォルトでMW_HOME/user_projects/domainディレクトリの下にドメイン・ディレクトリが作成されます。Oracle WebCenter Contentを構成するドメインのディレクトリには、管理サーバーおよび1つ以上の管理対象サーバーが含まれ、それぞれOracle WebCenter Contentアプリケーションをホストします。インストールするアプリケーションに基づいて、次の管理対象サーバーが作成されます。

	
Oracle WebCenter Content: Imaging管理対象サーバー


	
Oracle Information Rights Management管理対象サーバー




	
Oracle WebCenter Content管理対象サーバー


	
Oracle WebCenter Content: Records管理対象サーバー


	
Oracle WebCenter Content: Capture管理対象サーバー




図3-1に、これらの製品のインストールおよび構成によってシステムに作成されるディレクトリ構造を示します。この図は表示のみを目的としており、すべてのディレクトリおよび管理対象サーバーが表示されているわけではありません。




	
注意:

デフォルトでは、ドメイン・ディレクトリはユーザー・プロジェクト・ディレクトリ内に作成されます。ただし、ドメイン・ディレクトリがユーザー・プロジェクト・ディレクトリ内にある必要はありません。

ドメイン・ディレクトリは、インストール・ディレクトリ外に作成することをお薦めします。










図3-1 Oracle WebCenter Contentインストールのディレクトリ構造

[image: 図3-1の説明が続きます]





図3-1のトポロジには、Oracle WebCenter Contentアプリケーションのみを含む1つのOracle WebLogic Serverドメイン内の同じホスト上に構成された複数のアプリケーションが含まれています。アプリケーションのスキーマは、同じデータベース内にあります。






3.4 Oracle WebCenter ContentおよびOracle WebCenter Content: Recordsに対する変更

この項では、Oracle Fusion Middleware 11gのOracle WebCenter ContentおよびOracle WebCenter Content: Recordsに対する変更の概要を示します。

	
アーキテクチャの変更


	
Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)の新機能


	
Oracle WebCenter Contentリリース11g (11.1.1)で変更された機能


	
Oracle WebCenter Content: Recordsに対する変更






3.4.1 アーキテクチャの変更

図3-2は、Oracle Universal Content Management 10gの基本アーキテクチャを示しています。Oracle URM構造は同じです。


図3-2 10gリリース2 (10.1.2)のOracle Universal Content Managementトポロジ

[image: 図3-2の説明が続きます]

「図3-2 10gリリース2 (10.1.2)のOracle Universal Content Managementトポロジ」の説明





図3-3は、Oracle WebCenter Content 11gの基本アーキテクチャを示しています。Oracle WebCenter Content: Records 11gアーキテクチャは同じです。


図3-3 Oracle Fusion Middleware11gのOracle WebCenter Contentアーキテクチャ

[image: 図3-3の説明が続きます]

「図3-3 Oracle Fusion Middleware11gのOracle WebCenter Contentアーキテクチャ」の説明









3.4.2 Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)の新機能

このガイドで説明するOracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)の新機能は次のとおりです。

	
フォルダ: このコンポーネントは、デフォルトでインストールおよび有効化され、従来のファイル・システムと同様にブラウザ内で階層的なフォルダ・インタフェースを提供します。このコンポーネントは、リポジトリ・コンテンツやコンテンツ・アイテム・メタデータを編成、検索および管理するために使用されます。これはスケーラブルな企業ソリューションで、以前のコントリビューション・フォルダ・インタフェースに置き換わるコンポーネントです。以前のコントリビューション・フォルダ・インタフェースからのコンテンツの移行の詳細は、Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイドを参照してください。


	
Webサービス: Oracle WebCenter Contentでは、Oracle WebLogic ServerのWebサービスを使用しています。


	
ComponentTool: コンポーネントのインストール、有効化および無効化を行うためのコマンドライン・ツールを実現するために、ComponentToolユーティリティが追加されました。


	
コンテンツ・サーバーのデプロイメント: Oracle WebCenter Content内のOracle WebLogic Serverにコンテンツ・サーバーがデプロイされます。これにより、Oracle WebCenter Contentの構成と管理が変更されました。詳細は、Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイドを参照してください。




詳細は、Oracle Fusion Middleware Content Serverアプリケーション管理者ガイドの新機能に関する項を参照してください。






3.4.3 Oracle WebCenter Contentリリース11g (11.1.1)で変更された機能

Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)の変更点は次のとおりです。

	
ディレクトリ構造: インストール済のOracle WebCenter Contentインスタンスのディレクトリ構造が変更されました。リリース10gR3とは異なり、ランタイム・ファイル、構成ファイル、クラスタ化されたContent Serverインスタンス間で共有する必要があるファイル、サーバー構成ファイル、およびファイル・ストアは、別々の場所にある可能性があります。次に示す場所と用語は、Oracle WebCenter Content Release 11gR1 (11.1.1)のインストールを理解する上で重要です。

	
IdcHomeDir: Oracle WebCenter Contentサーバー・メディアが置かれている、WC_CONTENT_ORACLE_HOME内のディレクトリを参照する変数。サーバー・メディアは、Content Server、Inbound RefineryまたはUniversal Records Managementを実行できます。


	
DomainHome: Oracle WebLogic Serverのアプリケーション・サーバー上で実行するためにOracle WebCenter Contentサーバーがデプロイされる、ユーザー指定のディレクトリを参照する変数。DomainHome/ucm/short-product-id/binディレクトリには、intradoc.cfgファイルおよび実行可能ファイルがあります。


	
short-product-id: Oracle WebLogic ServerにデプロイされるOracle WebCenter Contentサーバーのタイプを参照する変数。使用可能な値は次のとおりです。

	
cs (Content Server)


	
ibr (Inbound Refinery)


	
urm (Universal Records Management)





	
IntradocDir: Oracle WebLogic Server上のOracle WebCenter Contentドメインにデプロイされる、コンテンツ・サーバー・インスタンスに固有の構成ファイルおよびデータ・ファイル用のルート・ディレクトリを参照する変数。この変数は、Content Server、Inbound RefineryまたはUniversal Records Managementのいずれかのタイプのコンテンツ・サーバー・インスタンスに対して構成されます。このディレクトリは別の場所にあってもかまいませんが、デフォルトの場所はDomainHome/ucm/short-product-idです。





	
SOAP: SOAPはOracle WebLogic Serverとともに提供されるものであり、Oracle WebCenter Contentにはありません。


	
WSDLジェネレータ: WSDLジェネレータはサポートされていません。


	
Webフォーム・エディタ: Webフォーム・エディタのユーザー・インタフェースとFCKEditorはサポートされていません。









3.4.4 Oracle WebCenter Content: Recordsに対する変更

Oracle WebCenter Contentの以前のバージョンには、次の2つのエディションがありました。

	
Records Manager DoD Edition。DoD準拠のトラッキングに使用されていました。


	
Corporate Edition。Records Manager DoD Editionに含まれる機能の多くは含まれていませんでした。




11.1.1.6.0リリースでは多くの製品機能がマージされ、異なる構成機能を選択することで、インストール後に機能を選択できます。

Model Requirements for the Management of Electronic Records (MoReq2)仕様で使用するための分類スキーム階層機能も、11.1.1.8.0リリースで新たに追加されました。この機能は、構成変数を設定することで使用可能にできます。

前のバージョンのソフトウェアからサイトをアップグレードすると、柔軟性と機能が向上します。具体的な相違点については、製品のインストレーション・ガイドを参照してください。

次のリストは、製品に対する以前のリリースからの具体的な変更内容を示しています。使用可能な機能は、インストール時に選択したオプションによって異なります。

	
レコードの定義を構成できるようになりました。レコード管理者は、保存カテゴリの作成ページのオプションを使用して、そのカテゴリのアイテムを改訂、削除、編集できるかどうか、または永続的にするかどうかを選択できます。


	
ソフトウェアの設定は、次の3つの主要ステップで構成されています。

	
初期選択: インストール直後に実行する必要があります。選択に従って、特定のコンポーネントが使用可能になります。


	
グローバル設定の初期構成: 構成変数の設定、ソフトウェアで使用される期間の構成、トリガーの設定など、保存管理のグローバル設定を行います。


	
ソフトウェアの保存要素の構成: カスタム・セキュリティ・フィールドの使用、分類ガイドの使用、およびコンテンツのリビジョン、削除、編集の処理方法に関するオプションの設定が含まれています。





	
物理コンテンツ管理のドキュメントが、このリリースではこのドキュメントに組み込まれています。物理コンテンツ管理の個別のドキュメントはなくなりました。


	
検索結果ページのページ・ナビゲーション・メニューが変更されました。返される結果が、「ユーザー・プロファイル」ページで構成されているよりも多い場合は、ページ・ナビゲーション・ドロップダウン・メニューによって、情報が他のページにも表示されることが示されます。


	
印刷オプションがすべての画面で使用可能になりました。


	
物理コンテンツ管理を使用するとき、コンテンツの外部ストレージを構成できるようになりました。


	
メニューが大幅に変更されました。ほとんどのオプションは、トップ・メニューの「レコード」または「物理アイテム」メニュー・オプションを使用して設定できるようになりました。


	
プロファイル・ページに移動して、簡単に、割り当てられている権限を表示できます。割り当てられているロールと同様に、保存管理権限も表示されます。


	
ダッシュボードが使用可能になり、簡単なアクセスと使用のために製品機能を迅速に整理できます。これについては、Oracle Fusion Middleware Universal Records Managementユーザーズ・ガイドで詳細に説明されています。


	
レポートを管理するための新しいインタフェースが提供されています。レポート用のテンプレートを作成でき、他のコンテンツをチェックインするのと同様にリポジトリにチェックインできます。


	
期限切れコンテンツ(現在のバージョン以外)は、検索結果でコンテンツ名に線が引かれ、期限切れコンテンツとして示されるようになりました。廃止、取消し、廃棄などのアイテムは、この方法で示されます。


	
ブックマークされたブラウザの「お気に入り」に似た「お気に入り」リストを作成できるようになりました。カテゴリ、凍結などの保存オブジェクトに加え、ユーザーおよび別名を「お気に入り」メニューに追加できます。お気に入りのアイテムは、凍結を作成するときなどに、オプション・リストに移入するために使用されます。たとえば、「お気に入り」リストにアイテムがある場合、凍結名を選択するときにプルダウン・リストに表示されます。これは、この機能を使用するときに選択肢を絞り込むのに役立ちます。


	
アーカイブ、登録、転送、移動などの移動処理を含む処理ルールを作成するときに、移動先の場所を指定できるようになりました。場所が選択されている場合は、処理ステップの一部としてコンテンツが指定の場所にコピーされます。以前のリリースでは、コピーされたコンテンツのZIPファイルは作成されましたが、コンテンツは移動先の場所にコピーされませんでした。


	
処理ルールを実装前にワークフローでレビューできるようになりました。


	
フォルダに格納されたコンテンツをボリュームに転送できるようになりました。ボリュームが作成されると、フォルダ内のすべてのコンテンツは新しく作成されたボリューム・フォルダに移動されます。


	
この製品で使用されるサービスは、Oracle Fusion Middleware Universal Content Managementサービス・リファレンス・ガイドに記載されています。サービスおよび新しいサービスの実装方法の詳細は、そのガイドを参照してください。


	
検索メニューからスクリーニングにアクセスできるようになりました。


	
Oracle WebCenter Content: Recordsインタフェースを介してパフォーマンス監視を実行できるようになりました。バッチ、アイテムおよびプロセスのパフォーマンス統計も追跡できます。


	
フォリオを使用して、コンテンツを簡単に管理できるようになりました。このリリースでは、編集が禁止されているカテゴリに凍結またはファイリングすることによりフォリオをロックすると、フォリオとそのコンテンツのクローンが自動的に作成されて、バンドルがロックされるため、フォリオが編集されるのを防ぐことができます。


	
カテゴリ・ルールおよび処理ルールを既存のカテゴリから新しいカテゴリにコピーできるようになりました。これにより、保存スケジュールの作成が容易になり、エラーの発生を抑えることができます。


	
必要に応じて、アイテムの関連コンテンツ・リンクをコンテンツのチェックイン・ページで作成できます。











3.5 Oracle WebCenter Content: Imagingに対する変更

の項では、Oracle I/PM 10gからOracle WebCenter Content: Imaging 11gへの重要な変更点について説明します。




	
注意:

アップグレード・アシスタントは、Oracle Imaging and Process Management (Oracle I/PM) 10gからOracle WebCenter Content: Imaging 11gへのアップグレードをサポートしていません。









この項には次のトピックが含まれます:

	
Oracle Document Captureとの統合


	
Oracleドキュメント・リポジトリとの統合


	
Oracle WebLogic Serverとの統合


	
Oracle Workflow Serverとの統合






3.5.1 Oracle Document Captureとの統合

Oracle WebCenter Content: ImagingをOracle Document CaptureおよびOracle Distributed Document Captureと統合することによって、物理的なドキュメントを電子フォーマットに変換してOracle WebCenter Content: Imagingへアップロードできます。Oracle Document CaptureがOracle WebCenter Content: Imaging 11gコミット・ドライバを使用して構成されていることを確認してください。詳細は、Oracle Document CaptureまたはOracle Distributed Document Captureの管理者ガイドを参照してください。






3.5.2 Oracleドキュメント・リポジトリとの統合

Oracle WebCenter Content: Imagingでは、ドキュメントを保存および取得するためのリポジトリとしてOracle Content Serverが利用されます。Oracle Content Serverでは、すぐに利用可能なコンテンツ管理サービス、および様々なコンテンツ・ソースからの電子メール、ドキュメント、イメージなどの幅広いエンタープライズ・コンテンツを管理できる、オープンでカスタマイズ可能な統合オプションがサポートされています。Content Serverでは、Oracleデータベース、SQL ServerデータベースおよびDB2データベースがサポートされており、様々な方法でコンテンツを索引付けおよび保存できます。データベースおよび構成に応じて、ドキュメントとメタデータをデータベース内、ファイル・システム上、またはその両方に保存できます。リポジトリを構成してWebCenter Content: Imagingアプリケーションごとにメタデータ検索または全文検索のどちらをサポートするかを指定できる柔軟な検索オプションが用意されているため、最適な検索機能を提供できます。






3.5.3 Oracle WebLogic Serverとの統合

Oracle WebCenter Content: Imagingでは、Oracle WebLogic Serverの数多くの機能が利用されています。これらの機能には、標準のJ2EEアーキテクチャ、Oracleセキュリティ・コンポーネントとの統合、クラスタリングを含むスケーラビリティ、Enterprise Manager、WebLogic Scripting Tool、WebLogic Serverコンソールのようなシステム管理ツールなどがあります。



3.5.3.1 クラスタ環境内での動作

アプリケーションのパフォーマンス、スループットまたは高可用性の向上が求められる本番環境では、2つ以上の管理対象サーバーがクラスタとして機能するように構成できます。クラスタは、複数のOracle WebLogic Serverインスタンスの集合で、同時に稼働し連携して高いスケーラビリティおよび信頼性を実現します。クラスタでは、(単一の管理対象サーバーでなく)管理対象サーバーごとに、ほとんどのリソースおよびサービスがまったく同じようにデプロイされるため、フェイルオーバーとロード・バランシングが可能になります。1つのドメインには、複数のOracle WebLogic Serverクラスタが存在していても、クラスタとして構成されていない複数の管理対象サーバーが存在していても構いません。管理対象サーバーがクラスタ化されている場合とされていない場合の重要な違いは、フェイルオーバーとロード・バランシングに対するサポートです。これらの機能は、管理対象サーバーがクラスタ化されている場合にのみ利用できます。WebLogic Serverでクラスタを構成する方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverでのクラスタの使用方法を参照してください。








3.5.4 Oracle Workflow Serverとの統合

ドキュメントをOracle WebCenter Content: Imagingにアップロードするとき、ワークフロー・サーバーへの接続を使用してワークフロー・プロセスが開始されるため、企業全体でビジネス・プロセスの統合が可能になります。

図3-4は、Oracle WebCenter Content: Imagingのプロセスの概要を示しています。


図3-4 Oracle WebCenter Content: Imagingのプロセスの概要

[image: 図3-4の説明が続きます]











3.6 Oracle Information Rights Managementに対する変更

この項では、Oracle Information Rights Management (Oracle IRM) 10gとOracle Information Rights Management 11gの違いについて説明します。この情報を使用して、Oracle Information Rights Management 11gへのアップグレード戦略を計画できます。


Oracle Information Rights Managementの管理ツール

Oracle IRM 10gにおけるOracle IRM管理コンソールはスタンドアロンの管理ツールで、次の内容を管理するために使用されます。

	
サーバーの設定


	
ユーザー、グループおよび認証


	
サーバーの管理ロールおよび管理権限


	
コンテキスト、ロール、権限および管理


	
監査およびレポート




Oracle IRM 10gコンソールは、Windowsコンピュータ上にインストールする必要があります。

Oracle Information Rights Management 11gにおけるOracle Information Rights Management Server管理コンソールは、ブラウザベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースで、Oracle Information Rights Management Serverの管理に使用します。


Oracle Information Rights Management Desktop

Oracle Information Rights Management 11g Desktopは、以前のOracle Information Rights Management Serverと後方互換性があります。次に示す新機能のいくつかは、11gサーバーの有無に依存します。次のリストは、Oracle Information Rights Management Desktopの新機能の一部を示しています。

	
新しい通信プロトコル - Web Services over HTTPS。Oracle Information Rights Managementは、Oracle IRM 10gサーバーとの互換性のため、引き続きSEALプロトコルを使用します。


	
セキュリティ - 新しい暗号アルゴリズム。


	
シングル・サインオン認証 - Oracle Access Manager、Kerberos、LDAPへの基本認証。


	
国際化 - 27言語のサポート。


	
拡張性 - ファイル・プロパティ、ツールチップおよびウォーターマークのコンテンツ属性を使用します。任意の分類システムをサポートします。


	
同期 - 共有メモリー・ライセンス管理およびメッセージ・アラート。


	
デスクトップ・オプション - 新しい「権限の更新」タブには、同期処理およびチェックイン処理を実行するオプションが含まれています。


	
スタート・メニュー・エントリ - 新しいOracle Information Rights Management Desktopは、独自のスタート・メニュー・エントリを持ちます。


	
ユーザー・インタフェース - 新しいユーザー・インタフェースはWindows XPテーマを使用するように更新されています。さらに、Unsealerコントロール・パネルのページの外観が新しくなり、HTMLを使用して情報を表示します。


	
「権限の更新」ページへのアクセス - Office UnsealerおよびBrowser Unsealerに「権限の更新」オプションが含まれるようになり、それによってデスクトップ・オプションに「権限の更新」ページが表示されます。





Oracle Information Rights Management Server

11g Oracle Information Rights Management ServerはJavaベースのアプリケーションでOracle Fusion Middlewareに含まれており、Oracle WebLogic Server上で実行します。次のリストは、Oracle Information Rights Management Serverに追加されたいくつかの変更点を示しています。

	
Oracle ADFの新しいWebベースの管理アプリケーション


	
Oracle Virtual Directory、Oracle Internet DirectoryおよびOracle Access Managerのサポート


	
アプリケーション統合における拡張的な分類および権限モデル


	
Oracle Beehive 2.0による使用


	
FIPS 140-2認定暗号ライブラリ






3.6.1 Oracle Information Rights Managementのアーキテクチャの変更

図3-5は、Windows上で実行しているOracle IRM 10gサーバーを示しています。


図3-5 Windowsで実行しているOracle IRM 10gサーバー

[image: 図3-5の説明が続きます]

「図3-5 Windowsで実行しているOracle IRM 10gサーバー」の説明





図3-6は、Oracle WebLogic Server上でJava EEアプリケーションとして実行しているOracle Information Rights Management 11gを示しています。


図3-6 Oracle WebLogic Server上で実行しているOracle Information Rights Management Server 11g

[image: 図3-6の説明が続きます]

「図3-6 Oracle WebLogic Server上で実行しているOracle Information Rights Management Server 11g」の説明











3.7 関連ドキュメント

表3-1は、Oracle WebCenter Contentコンポーネントの他のドキュメントを示しています。


表3-1 Oracle WebCenter Contentコンポーネントの追加情報

	コンポーネント	参照先
	
Oracle WebCenter Content


	
Oracle WebCenter Contentのインストレーション・ガイド

Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイド

『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Content Management開発者ガイド』

Oracle Fusion Middleware Content Serverユーザーズ・ガイド

Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Content Managementサービス・リファレンス・ガイド

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Idocスクリプト・リファレンス・ガイド』を参照してください。

Oracle Fusion Middleware Conversion管理者ガイド



	
Oracle WebCenter Content: Records


	
Oracle WebCenter Content Records管理者ガイド

Oracle Fusion Middleware Universal Records Managementセットアップ・ガイド

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterエンタープライズ・デプロイメント・ガイド

Oracle Fusion Middleware Universal Records Managementユーザーズ・ガイド



	
Oracle Information Rights Management


	
Oracle Fusion Middleware Oracle IRM Server開発者ガイド

『Oracle Fusion Middleware Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』

Oracle Fusion Middleware Oracle IRM Server管理者ガイド



	
Oracle WebCenter Content: Imaging


	
Oracle WebCenter Content Imaging開発者ガイド

Oracle WebCenter Content Imaging管理者ガイド

Oracle WebCenter Content Imagingユーザーズ・ガイド



	
関連項目

	
Oracle WebCenter Contentのインストレーション・ガイド

Oracle Fusion MiddlewareのOracle Enterprise Content Management Suiteエンタープライズ・デプロイメント・ガイド
















4 Oracle WebCenter Content環境のアップグレード


この章では、既存のOracle Enterprise Content Management 10gリリース3 (10.1.3)環境をOracle WebCenter Content 11gにアップグレードする方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第4.1項「タスク1: Oracle WebCenter Contentアップグレードの開始ポイントについての理解」


	
第4.2項「タスク2: Oracle WebCenter Contentトポロジの決定」


	
第4.3項「タスク3: Oracle Fusion Middlewareのインストール」


	
第4.4項「タスク4: アップグレード・アシスタントの実行によるOracle WebCenter Contentスキーマのアップグレード」


	
第4.5項「タスク5: Oracle WebCenter Contentドメインの構成」


	
第4.6項「タスク6: アップグレード・アシスタントの使用によるOracle WebCenter Content中間層のアップグレード」


	
第4.7項「タスク7: アップグレード後に必要な構成タスクの実行」


	
第4.8項「タスク8: Oracle WebCenter Contentのアップグレードの検証」






4.1 タスク1: Oracle WebCenter Contentアップグレードの開始ポイントについての理解

Oracle Universal Content Management 10gおよびOracle Universal Records Management 10gの開始ポイントの詳細は、第2章を参照してください。




	
注意:

Universal Records Management Corporate Editionからアップグレードすると、Oracle Universal Records Management 10g DoD Editionで提供されていた機能と同様の機能を使用できるようになります。














4.2 タスク2: Oracle WebCenter Contentトポロジの決定

Oracle WebCenter Content 11gデプロイメントのターゲット・トポロジの決定に役立てるため、第3章を参照してください。ここでは、10gと11gの機能、ディレクトリ構造およびアーキテクチャを比較しています。さらに、Oracle WebCenter Content 11gのOracle WebLogic ServerおよびOracle Fusion Middlewareアプリケーションとの統合について説明しています。

Oracle Fusion Middleware実装内のOracle WebCenter Contentトポロジの詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの概念の理解に関する項または『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』のOracle WebCenter Contentのトポロジの概要に関する項を参照してください。






4.3 タスク3: Oracle Fusion Middlewareのインストール

Oracle WebCenter Content 11gにアップグレードする前に、Oracle Fusion Middleware環境をインストールする必要があります。手順は次のとおりです。

	
タスク3a: Oracle WebLogic ServerソフトウェアのインストールおよびMiddlewareホームの作成


	
タスク3b: Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1.8.0)のインストール







	
注意:

ここで説明する手順では、最新バージョンのOracle WebLogic ServerおよびOracle Fusion Middleware 11gのダウンロード作業が完了していることを前提としています。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』の最新のOracle WebLogic ServerおよびOracle Fusion Middleware 11gソフトウェアの入手に関する項を参照してください。











4.3.1 タスク3a: Oracle WebLogic ServerソフトウェアのインストールおよびMiddlewareホームの作成

Oracle WebLogic Serverのインストールの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドのインストールの準備に関する項およびグラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行に関する項を参照してください。

Middlewareホームの詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』のOracle Enterprise Content Management Suiteのディレクトリ構造に関する項を参照してください。




	
注意:

Oracle WebLogic Serverソフトウェアは、アップグレードするOracle WebCenter Content 10g中間層と同じホストにインストールする必要があります。














4.3.2 タスク3b: Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1.8.0)のインストール

Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1.8.0)のインストールの詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』を参照してください。




	
注意:

	
インストール・プロセス中にOracle WebCenter Contentドメインを構成しないでください。


	
Oracle WebCenter ContentまたはOracle WebCenter Content: Records 11gをインストールおよび構成するには、Oracle Universal Installerを使用します。インストール・プロセス中にRepository Configuration Utility (RCU)の実行、エージェント構成の確定またはJava EEコンポーネントの構成は行わないでください。10gスキーマは、アップグレード・アシスタントによって適切にアップグレードされます。エージェント構成の確定およびJavaコンポーネントの構成は、アップグレード・アシスタントを使用した10gスキーマのアップグレードの後に実行されます。



















4.4 タスク4: アップグレード・アシスタントの実行によるOracle WebCenter Contentスキーマのアップグレード

アップグレード・アシスタントは、Oracle WebCenter Content Oracleホームのbinディレクトリに自動的にインストールされます。表4-1の手順に従ってアップグレード・アシスタントを実行して、Oracle WebCenter Contentデータベース・スキーマをアップグレードします。




	
注意:

	
アップグレードを開始する前に、Oracle Universal Content ManagementまたはOracle URMのデータベース・スキーマおよびファイル・システムの全体バックアップを実行することをお薦めします。


	
データベース・スキーマをアップグレードする前に、10gのコンテンツ・サーバー、管理サーバーおよびWebサーバーをシャットダウンしてください。












	
Oracle Fusion MiddlewareインストールのECM_HOME/binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを実行してアップグレード・アシスタンスを起動します。

UNIXの場合:


./ua


Windowsの場合:


ua.bat


アップグレード・アシスタントに「ようこそ」画面が表示されます。





表4-1 アップグレード・アシスタントの実行によるOracle ECMスキーマのアップグレード

	ステップ	画面	説明と必須作業
	
1

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ようこそ」画面


	
「次へ」をクリックして続行します。


	
2

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「操作の指定」画面


	
「次へ」をクリックして続行します。


	
3

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「前提条件」画面


	
「データベースのバックアップが完了済」およびデータベースのバージョンが動作保証済オプションを選択します。

データベース・スキーマのバックアップが完了済 - アップグレードする前にデータベースのOracle ECMリポジトリをバックアップすることをお薦めします。アップグレード・アシスタントでは、リポジトリがバックアップされているかどうかは検証されません。そのため、このオプションはリマインダとして機能します。

データベースのバージョンが動作保証済 - アップグレード・アシスタントでは、Oracle Data Integratorリポジトリが、サポートされているデータベース上に配置されている必要があります。

サポートされるデータベースのリストは、次のOracle Technology Network (OTN)からも入手できます。

http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html

「次へ」をクリックして続行します。


	
4

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ソース・ディレクトリの指定」画面


	
サーバーのintradoc.cfgファイルが格納されているディレクトリへのパスを入力します。

「参照」を使用してこのディレクトリを検索できます。

このディレクトリは10g IntradocDirではなく、10g IntradocDirの場所が記述されているintradoc.cfgファイルが格納されているディレクトリです。次に例を示します。

IntradocDir/bin.

「次へ」をクリックして続行します。


	
5

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ソース・データベースの指定」画面


	
次の項目を入力します。

	
「データベース・タイプ」: 適切なデータベース・タイプを選択します。

サポートされているデータベース・タイプは次のとおりです。

	
Oracle


	
Microsoft SQL Server


	
DB2





	
接続文字列: データベースURLを指定します。次に例を示します。

//host:port/service(Oracleの場合)

//host:port;DatabaseName=dbname(Microsoft SQL Serverの場合)


	
ソース・スキーマ: 既存の10g schema/database/userの名前を指定します。たとえば、DEV_OCSERVER。


	
パスワード: 指定したソース・スキーマに関連付けられているパスワードを指定します。


	
DBAユーザー名: Oracle SYSデータベース・アカウントとしてログインするには、このフィールドでSYS AS SYSDBAと指定します。


	
DBAパスワード: 指定したDBAユーザー名に関連付けられているパスワードを指定します。




「次へ」をクリックして続行します。


	
6

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントの調査」画面


	
アップグレード・アシスタントはスキーマを調べて、Oracle Enterprise Content Management Suiteコンポーネントのデータベース・プラグインを初期化します。

「ステータス」列の下に、「成功」という言葉が表示されます。「失敗」という言葉が表示された場合は、ログ・ファイルで詳細を調べてください。

「次へ」をクリックして続行します。


	
7

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード・サマリー」画面


	
「アップグレード」をクリックします。


	
8

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントのアップグレード」画面


	
ステータス・バーが100%に達するまで待機します。

アップグレード中にエラーが発生した場合、ログ・ファイルで詳細を調べてください。ログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

UNIXの場合:

ECM_ORACLE_HOME/upgrade/logs/uatimestamp.log

Windowsの場合:

ECM_ORACLE_HOME\upgrade\logs\uatimestamp.log

このコマンドのtimestampは現在の日時です。

「次へ」をクリックして続行します。


	
9

	
Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード完了」画面


	
「閉じる」をクリックします。











	
注意:

アップグレードされたWebCenter Contentスキーマ内の表および列は、WebCenter Contentインストールの一部としてRepository Creation Utilityから直接インストールされた新しいWebCenter Contentスキーマ内の表および列とは異なります。これらの違いに起因して、アップグレードされたインストールと新規インストールの間で機能が異なることはありません。














4.5 タスク5: Oracle WebCenter Contentドメインの構成

Fusion Middleware構成ウィザードを使用して、新しいOracle WebCenter ContentまたはOracle WebCenter Content: Records 11g WebLogicドメインを構成します。

Oracle WebLogic Serverドメインを作成するようにOracle WebCenter Contentを構成すると、MW_HOME/user_projects/domainディレクトリの下にドメイン・ディレクトリが作成されます。Oracle WebCenter Contentを構成するドメインのディレクトリには、管理サーバーおよび1つ以上の管理対象サーバーが含まれ、それぞれOracle WebCenter Contentアプリケーションをホストします。

ドメインを構成するための構成ウィザードの実行方法は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』のOracle WebLogic Serverドメインの作成に関する項を参照してください。

WebLogic Serverドメインを作成した後、アップグレード・アシスタントを実行して中間層をアップグレードする前に、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』の管理サーバーの起動に関する項の手順を使用して、WebLogic管理サーバーを起動します。


Oracle Universal Content ManagementのDB2接続プールの設定

Oracle Universal Records Management 10gからOracle WebCenter Content: Records 11gへDB2データベースとともにアップグレードする場合は、次の構成変数をOracle Universal Records Managementデータ・ソースの接続プールに設定する必要もあります。Oracle WebCenter Contentドメインを構成した後、WebLogic管理コンソールを使用して、Oracle URMデータ・ソースの次の構成変数を変更します。


createDefaultPackage=true

replacePackage=true



dynamicSections=500


詳細は、WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのJDBCデータ・ソースの構成に関する項を参照してください。






4.6 タスク6: アップグレード・アシスタントの使用によるOracle WebCenter Content中間層のアップグレード

アップグレード・アシスタントを再度実行して、Oracle WebCenter Content中間層をアップグレードします。

グラフィカル・ユーザー・インタフェースを使用したアップグレード・アシスタントを起動する手順は、次のとおりです。

	
Oracle Fusion MiddlewareインストールのECM_HOME/binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを実行してアップグレード・アシスタンスを起動します。

UNIXの場合:


./ua


Windowsの場合:


ua.bat


アップグレード・アシスタントに「ようこそ」画面が表示されます。





表4-2 アップグレード・アシスタントの実行によるOracle ECM中間層のアップグレード

	ステップ	画面	説明と必須作業
	
1

	
Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ようこそ」画面


	
「次へ」をクリックして続行します。


	
2

	
Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「操作の指定」画面


	中間層
「次へ」をクリックして続行します。


	
3

	
Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ソース・ディレクトリの指定」画面


	
このサーバーのintradoc.cfgファイルが格納されているディレクトリへのフルパスを指定します。

「参照」ボタンを使用してこのディレクトリを検索できます。

このディレクトリは10g IntradocDirではなく、10g IntradocDirの場所が記述されているintradoc.cfgファイルが格納されているディレクトリです。たとえば、IntradocDir/bin。

「次へ」をクリックして続行します。


	
4

	
Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「宛先ディレクトリの指定」画面


	
11gサーバー・インスタンスへのフルパスを指定します (IntradocDir)。

10gのファイルは、このインスタンスの新しいIntradocDirとなる、このディレクトリにコピーされます。このディレクトリは、アップグレードの実行前に存在する必要はありません。アップグレード・プロセスによって作成されます。既存のインスタンスへのパスを入力した場合、アップグレードは失敗します。指定のパスはすでに存在しているが、構成されたUCMシステムがそのパスに含まれていない場合、アップグレード・プロセスによって、すべてのディレクトリは上書きされる前にバックアップされます。

「次へ」をクリックして続行します。


	
5

	
Oracle WebCenter Content中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「WebLogic Serverの指定」画面


	
次の項目を入力します。

	
ホスト: WebLogic管理サーバーのホスト名を指定します。たとえば、localhost。


	
ポート: サーバーのポート番号を指定します。たとえば、7001。


	
ユーザー名: 管理者ユーザー名を指定します。たとえば、weblogic。


	
パスワード: 指定した管理者ユーザーと関連するパスワードを指定します。




「次へ」をクリックして続行します。


	
6

	
Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード・サマリー」画面


	
サマリー・ツリーを開いて、11gインスタンスにコピーされるディレクトリおよびファイルの詳細な説明を表示できます。

「アップグレード」をクリックします。


	
8

	
Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントのアップグレード」画面


	
ステータス・バーが100%に達するまで待機します。

アップグレード中にエラーが発生した場合、ログ・ファイルで詳細を調べてください。ログ・ファイルは、次のディレクトリにあります。

UNIXの場合:

ECM_ORACLE_HOME/upgrade/logs/uatimestamp.log

Windowsの場合:

ECM_ORACLE_HOME\upgrade\logs\uatimestamp.log

このコマンドのtimestampは現在の日時です。

「次へ」をクリックして続行します。


	
9

	
Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード完了」画面


	
「閉じる」をクリックします。












4.7 タスク7: アップグレード後に必要な構成タスクの実行

Oracle WebCenter Contentの各コンポーネントに対して実行する必要がある可能性があるアップグレード後のタスクと考慮事項の詳細は、第5章を参照してください。






4.8 タスク8: Oracle WebCenter Contentのアップグレードの検証

Oracle WebCenter Contentのアップグレードが正常に実行されたことを検証する手順は次のとおりです。

	
第4.4項でアップグレードしたスキーマを使用する中間層を起動します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。


	
Upgrade Assistantを再度実行し、「操作の指定」ページの「インスタンスの検証」を選択します。

特定のOracle WebCenter Contentコンポーネントが起動し実行中であることを検証する方法については、画面の指示に従ってください。


	
Fusion Middleware Controlを使用して、Oracle WebCenter Contentコンポーネントが稼働していることを確認します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用に関するスタート・ガイドの項を参照してください。












5  Oracle WebCenter Contentのアップグレード後のタスクと考慮事項


この章では、Oracle WebCenter Contentのアップグレード後に必要な手順について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第5.1項「Oracle WebCenter Contentのアップグレード後のタスクと考慮事項」


	
第5.2項「Oracle WebCenter Content: Recordsのアップグレード後のタスクと考慮事項」"


	
第5.3項「カスタム・コンポーネントのインストール」






5.1 Oracle WebCenter Contentのアップグレード後のタスクと考慮事項

第4.6項の手順を完了した後、次の追加のアップグレード後のタスクを実行する必要があります。

	
管理対象サーバーの起動


	
アップグレード後の構成ページ


	
外部データベースまたはSESを使用するOracleTextSearch


	
Oracle Universal Content ManagementおよびConnection Server


	
コンテンツ・サーバーのユーザー・ログインおよびOracle WebLogic Server


	
Oracle WebCenter Contentの内部ユーザー・ログイン


	
以前のバージョンのOracle WebCenter Contentでのプロパティのカスタマイズ


	
Microsoft SQL Serverのスキーマ名とJDBCユーザー名の設定


	
Inbound Refineryのアップグレード


	
コンテキスト・ルートとしてのWebルートの使用


	
コントリビューション・フォルダにかわるフォルダ構成の変更


	
新しいストレージ・ルールの有効化


	
dDocCreatedDate属性の構成






5.1.1 管理対象サーバーの起動

Oracle WebCenter Contentの管理対象サーバーを起動するには、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』の管理対象サーバーの起動に関する項の手順に従います。






5.1.2 アップグレード後の構成ページ

インストール後のコンテンツ・サーバーの構成ページではなく、アップグレード後のコンテンツ・サーバーの構成ページが表示されます。詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』のWebCenter Contentの構成の完了に関する項を参照してください。

	
「インスタンス情報」には、元の10g weblayoutディレクトリおよびvaultディレクトリが表示されます。これらのディレクトリを移動するには、このフォームに新しい場所を指定してください。


	
11gサーバーはWebLogic Server内で実行しているため、HttpServerAddressを変更する必要がある可能性があります。たとえば、10gサーバーが、Apacheなど、別のWebサーバーで実行している場合、ポート80 (Webサーバーのデフォルト)で実行している可能性があります。コンテンツ・サーバー用のWebLogic Server内でのデフォルトのポート番号は16200であるため(構成ウィザードにはこの値を変更するオプションがありました)、正しいTCPポート番号が含まれるようにHttpServerAddressを更新する必要があります。サーバー・アドレスのホスト名部分についても、変更を反映するように更新する必要があります。HttpServerAddressのデフォルト値は、管理対象サーバーの起動後、現在のWebLogic Server設定から導出されます。


	
10gサーバーにインストールされているコンポーネントのリストがフォーム・フィールドの下に表示されます。これらのコンポーネントの多くは11gサーバーに実装されているため、アップグレードの際にこれらのコンポーネントはコピーされません。コンポーネントによってはもうサポートされていない場合があり、他の理由でコピーされないコンポーネントもあります。この表は、各コンポーネントの理由を説明しています。このリストには、カスタム・コンポーネントも含まれています。アップグレード・プロセスでは、コンポーネント・マネージャの「ダウンロード」がコンポーネントのビルドで使用するメカニズムと同じメカニズムを使用して(コンポーネント・ウィザードの「ビルド」が使用するメカニズムと同じメカニズム)、各10gカスタム・コンポーネントをビルドします。作成されるコンポーネントのzipファイルは11gサーバーにコピーされますが、インストールまたは有効化されることはありません。このようなコンポーネントzipファイルが配置される場所の説明が、表の下に示されます。この場所をメモします。


	
「送信」をクリックして、構成の変更を保存します。変更が保存されると、このノードを再起動する必要があることを示すページが表示されます。


	
管理対象サーバーを再起動します。









5.1.3 外部データベースまたはSESを使用するOracleTextSearch

Oracle Universal Content Management 10gインスタンスでOracleTextSearchが外部データベースまたはSESを使用して設定されている場合は、関連付けられているデータベースを編集して「構成クラス」設定の値を削除し、管理対象サーバーを再起動する必要があります。






5.1.4 Oracle Universal Content ManagementおよびConnection Server

10gでは、Connection Serverコンポーネントを使用して、コンテンツをContent Server Archiveに登録したり、公開したりできます。このコンポーネントは、Oracle WebCenter Content 11gリリースではサポートされません。

Connection Server 10gの次の機能は、Connection Server 10gがサポートされているかぎり引き続き使用可能であり、サポートされます。

	
Connection Server 10gでは、1つのファイル・システムから複数のファイル・システムへのファイルの公開が有効です。この機能は引き続きサポートされます。今後のリリースでは、同じ機能がデプロイメント・サーバーによって提供されます。


	
Connection Server 10gを使用して、11g Site Studio Webサイトを引き続きクロールできます。ただし、Oracle WebCenter Content 11gの新しいコンポーネントであるSite Studio Publisherを使用してSite Studio Webサイトをクロールし、そのサイトの静的なファイル表現を生成する方が適切です。表現が作成された後、Connection Serverを使用してファイルを公開したり、別のツールを使用してあるサーバーから別のサーバーへファイルを移動したりできます。







	
注意:

Site Studio PublisherはSite Studio Publishing Utility 10gと同じではありません。














5.1.5 コンテンツ・サーバーのユーザー・ログインおよびOracle WebLogic Server

ユーザー・ログインは、ユーザー管理アプレットを使用してコンテンツ・サーバーでも作成および管理できますが、Oracle WebLogic Serverにおいても作成されるまで、認証目的上、有効ではありません。

LDAPサーバーを使用して、コンテンツ・サーバーでユーザー管理アプレットを使用して定義したローカル・ユーザーと同じ名前のユーザー・ログインを作成して使用する場合、LDAPユーザーはログイン時にLDAPに対して認証されますが、ローカル・ユーザーに割り当てられたロールを受信します。






5.1.6 Oracle WebCenter Contentの内部ユーザー・ログイン

Oracle WebCenter Contentの以前のバージョンには、2種類のユーザーが定義されています。

	
外部ユーザー: Oracle Universal Content Management 10gでは、外部ユーザーがログインすると、コンテンツ・サーバーが外部記憶域メカニズムを使用してログインを検証します。たとえば、ユーザー名とパスワードの検証です。11gとOracle WebLogic Serverでは、管理者は同じ記憶域メカニズムを使用するようにWebLogic Serverを構成する必要があります。これで、ユーザーは、UCM 10gにログインするのと同じようにWebLogic Serverにログインできます。UCMユーザー名、パスワード、保存済のプリファレンスおよびその他の情報は同じです。


	
ローカル・ユーザー: Oracle Universal Content Management 10gでは、ローカル・ユーザーがログインすると、コンテンツ・サーバーがハッシュ・パスワードを比較してログインを検証します。Oracle WebCenter Content 11gとOracle WebLogic Serverでは、WebLogic ServerログインがすべてのUCMユーザーに対して作成されるまで、ローカル・ユーザーはログインできません。外部記憶域メカニズムの使用、またはEnterprise Managerを使用したアカウントの作成によって、管理者がWebLogic Serverログインを作成すれば、ユーザーは新しいパスワードを使用してWebLogic Serverにログインできます。古いUCMユーザー名、保存済のプリファレンスおよびその他の情報は同じです。パスワードは異なる場合があります。




新しいWebLogic Serverログインが作成されると、ユーザーはWebLogic Serverを介してログインでき、コンテンツ・サーバーはそのユーザーのユーザー・ディレクトリを作成します。コンテンツ・サーバーはこのディレクトリを使用して、ユーザーに関する保存済のプリファレンスやその他の情報を保持します。そのディレクトリがすでに存在する場合は、既存のプリファレンスがこのユーザーに適用されます。その結果、以前のローカル10g UCMユーザーが、新規作成された11g WebLogic Serverログインに同じユーザー名でログインすると、そのユーザーの10gプリファレンスはすでに存在しており、システムは予期したように動作します。






5.1.7 以前のバージョンのOracle WebCenter Contentでのプロパティのカスタマイズ

標準コンポーネントで使用されるメタデータ・フィールドのプロパティが以前のバージョンのOracle WebCenter Contentに存在する場合、アップグレード後にそれらへのカスタマイズを再適用する必要がある可能性があります。アップグレードの後、プロパティは自動的にリセットされて、デフォルトのプリファレンスが反映されます。たとえば、以前のバージョンでは、チェックイン・ページで表示されるようにフィールドがカスタマイズされていたとしても、アップグレードの後は、コンポーネントのデフォルト・ルールが適用されるため、そのフィールドが再び非表示になる可能性があります。






5.1.8 Microsoft SQL Serverのスキーマ名とJDBCユーザー名の設定

Microsoft SQL Serverデータベースを含むOracle Universal Content Managementをアップグレードする場合、スキーマ名とJDBCユーザー名は同じである必要があります。そうでない場合、スキーマのアップグレードは失敗します。






5.1.9  Inbound Refineryのアップグレード

Inbound Refinery (IBR)の以前のバージョンからのアップグレードはお薦めできません。アップグレードするのではなく、11gバージョンのInbound Refineryをインストールおよび構成し、新規インストールされたアプリケーションを使用するようにコンテンツ・サーバー・プロバイダを調整します。






5.1.10 コンテキスト・ルートとしてのWebルートの使用

11gへのアップグレード後、10gシステムのWebルート値が、11gシステムのコンテキスト・ルート値として使用されます。






5.1.11 コントリビューション・フォルダにかわるフォルダ構成の変更

Oracle WebCenter Content Serverには、リポジトリのコンテンツを編成および管理するための階層フォルダ・インタフェースとして、フォルダ機能またはコントリビューション・フォルダ機能があります。コンテンツ・サーバーのインスタンスで、フォルダ(FrameworkFoldersコンポーネント)とコントリビューション・フォルダ(Folders_gコンポーネント)の両方を有効にはできません。

両方を有効にすると、CoreWebdavシステム・コンポーネントなど他の機能の一部が正常に機能しなくなるため、この構成はサポートされていません。本番システムでは、Oracle WebCenter ContentのFolders_gコンポーネントを無効にし、FrameworkFolderコンポーネントを有効にする必要があります。

folders_gが有効な10gを11g WebCenter Contentにアップグレードしたら、FrameworkFolderが有効になります。

次のfolders_gメッセージが表示されます。

Folders_gコンポーネントが使用されていますが、これは現在非推奨です。Folders_gは、フォルダ機能を実装するFrameworkFoldersコンポーネントに置き換えられます。Folders_gのデータは新しいフォルダ機能に移行されます。(Folders_gを引き続き使用し、このメッセージが表示されないようにする場合は、構成変数DisableFoldersgDeprecationMessage=1を設定してください)

10gにfolders_gがなく、11gにアップグレードした場合、アップグレード後にFrameworkFolderが有効に設定されて、警告メッセージは表示されません。これは、FrameworkFolderのみが有効になっているからです。


フォルダ構成をコントリビューション・フォルダに変更する手順は次のとおりです。

	
コンテンツ・サーバーの「管理」メニューで、「管理サーバー」をクリックします。


	
コンポーネント・マネージャ・ページで「フォルダ」を選択し、フォルダ・カテゴリのコンポーネントを表示します。


	
Folders_gコンポーネントの選択を解除します。


	
「更新」をクリックし、コンポーネントの無効化の確認を求められたら「OK」をクリックします。


	
コンポーネント・マネージャ・ページの最初の段落で、「拡張コンポーネント・マネージャ」をクリックします。


	
「拡張コンポーネント・マネージャ」ページの「無効なコンポーネント」ボックスで、FrameworkFoldersを選択し、「有効化」ボタンをクリックします。


	
『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』の管理対象サーバーの再起動に関する項に従って、コンテンツ・サーバーを再起動します。









5.1.12 新しいストレージ・ルールの有効化

Enterprise Content Management 10gでDefaultFileStoreプロバイダがアップグレードされている場合、WebCenter Content 11gへのアップグレード後に、デフォルトのストレージ・ルールが使用できません。Enterprise Content Management 10gでファイル・ストレージ・ルールを使用するには、DefaultFileStoreプロバイダのアップグレードが必要でした。

次の手順を実行することで、ストレージ・ルールを有効にできます。

	
intradoc dir/configにあるconfig.cfgファイルをテキスト・エディタで開き、UpdateFilestoreProvider=trueとなるように編集します。


	
config.cfgファイルの編集が完了したら、サーバーを再起動します。









5.1.13 dDocCreatedDate属性の構成

10gから11gにアップグレードすると、dDocCreatedDateという新しいドキュメント属性が導入されます。作成された属性は、検索問合せからのソートをサポートするように手動で構成する必要があります。

構成の手順は次のとおりです。

	
実行中のコンテンツ・サーバー・インスタンスにアクセスするには、Webブラウザを起動し、URLとしてhttp://managedServerHost:managedServerPort/csを入力します。

managedServerHostには、コンテンツ・サーバー・インスタンスがインストールされたWebCenter ContentドメインのOracle WebLogic Server管理対象サーバーをホストするコンピュータの名前を指定します。managedServerPortには、コンテンツ・サーバー・インスタンスがインストールされたWebCenter ContentドメインのOracle WebLogic Server管理対象サーバーのリスニング・ポート番号を指定します。

Oracle WebLogic Serverの管理者ユーザー名とパスワードでログインします。コンテンツ・サーバー・インスタンスを含むWebCenter Contentのデフォルトのポート番号は、16200です。次に例を示します。http://myHost.example.com:16200/cs


	
左ペインの「管理」を開き、「管理アプレット」を選択します。


	
「構成マネージャ」をクリックします。


	
「情報フィールド」タブが選択されていることを確認し、「拡張検索のデザイン」をクリックします。


	
拡張検索のデザインウィンドウで、dDocCreatedDateを選択し、「編集」をクリックします。


	
「ソート可能」オプションを選択し、「OK」をクリックします。











5.2 Oracle WebCenter Content: Recordsのアップグレード後のタスクと考慮事項

Oracle WebCenter Content: Recordsのアップグレード後のタスクとして、第5.1項の説明に従って同じ手順を実行してください。

Oracle WebCenter Content: Recordsのインストール後のタスクの詳細は、Oracle WebCenter Content Recordsセットアップ・ガイドのソフトウェアの設定に関する項を参照してください。

第4.6項の手順を完了した後、次の追加のアップグレード後のタスクを実行する必要があります。

	
管理対象サーバーの起動


	
アップグレード後の構成ページ


	
Oracle WebCenter Content: Recordsのコンテンツ・バスケットの作成


	
Oracle WebCenter Content: Recordsのスケジュール済ジョブ


	
Oracle WebCenter Content: Recordsのカスタム処理


	
Oracle PCMのカスタマイズ済アイコン


	
Oracle WebCenter Content: Recordsの有効な機能の表示


	
Oracle URM 10gの表の削除


	
Oracle WebCenter Content: Recordsのスクリプトの設定オプション


	
Oracle WebCenter Content: Recordsの設定の検証


	
config.cfgファイルの編集


	
関連コンテンツ・リンクのインポート






5.2.1 管理対象サーバーの起動

Oracle WebCenter Contentの管理対象サーバーを起動するには、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』の管理対象サーバーの起動に関する項の手順に従います。






5.2.2 アップグレード後の構成ページ

詳細は、「アップグレード後の構成ページ」を参照してください。






5.2.3 Oracle WebCenter Content: Recordsのコンテンツ・バスケットの作成

以前のバージョンのOracle WebCenter Content: Recordsでは、各ユーザーに自動的にコンテンツ・バスケットが割り当てられました。現在のバージョンのソフトウェアでは、自身のコンテンツ・バスケットを作成する必要があります。アップグレード前にバスケット内にあったアイテムは保持されません。






5.2.4 Oracle WebCenter Content: Recordsのスケジュール済ジョブ

スケジュールされたスクリーニング・レポートやURMエージェントの予定イベントなど、以前のバージョンのOracle WebCenter Content: Recordsでジョブがスケジュールされている場合、それらのジョブを再スケジュールする必要があります。アップグレード・プロセスでは、スケジュールの時間および頻度は自動的に割り当てられません。






5.2.5 Oracle WebCenter Content: Recordsのカスタム処理

以前のバージョンのOracle WebCenter Content: Recordsを使用してカスタム処理が作成されている場合、その処理を再調査して、最新のサービスとアクションを使用するように更新する必要があります。アクション・サービスのパラメータはこのソフトウェアの以前のバージョンから変更されており、既存のカスタム処理に対する変更は自動的にマップされません。






5.2.6 Oracle PCMのカスタマイズ済アイコン

以前のバージョンの物理コンテンツ管理ソフトウェアでカスタマイズされたアイコンが作成されている場合、アップグレード中にこれらは自動的に転送されません。アップグレード後にコピーする必要があります。






5.2.7 Oracle WebCenter Content: Recordsの「有効な機能」の表示

11gにアップグレードした後、「有効な機能」ページに移動し、システムを目的のインストレーション・レベルに構成して、「送信」ボタンをクリックする必要があります。既存のデータに依存する場合は、この表示の送信時に、システムによって一部の機能とアクションが自動的に有効化されます。設定チェックリストの表示内の「インストールの構成」リンクに従ってなんらかの設定手順を実行する前に、この表示を送信(保存)して、コンテンツ・サーバーを再起動する必要があります。






5.2.8 Oracle URM 10gの表の削除

RMまたはURMをインストールすると、複数のデータベース表が作成されます。これらをアンインストールしても、表は自動的に削除されません。データが間違って失われることがないように、表を手動で削除する必要があります。RMまたはURMをアンインストールしても表を手動で削除しなかった場合、アップグレード・プロセスによる変更はありません。そのため、アップグレード後にRMまたはURMの再インストールしようとすると、10gからの古い表と新しい11gシステムとの不整合が生じます。






5.2.9 Oracle WebCenter Content: Recordsのスクリプトの設定オプション

Oracle WebCenter Content: Records 11gで簡易プロファイルを作成する場合、idocscriptを使用した送信前および送信後のスクリプトを入力できるスクリプトの設定オプションは、10gでは使用できましたが使用できなくなりました






5.2.10 Oracle WebCenter Content: Recordsの設定の検証

アップグレード後に簡易プロファイルのすべての設定を確認します。一部の設定はアップグレード・プロセスで自動的に引き継がれません。






5.2.11 config.cfgファイルの編集

Oracle WebCenter Content: Recordsへのアップグレード後、intradoc dir/configにあるconfig.cfgファイルをテキスト・エディタで開き、HttpRelativeWebRootパラメータをHttpRelativeWebRoot=/urm/に更新する必要があります。




	
注意:

デフォルト値として/urm/を入力する必要があります。他の値を指定すると、Oracle WebCenter Content: Recordsサーバーは起動しません。









config.cfgファイルの編集が完了したら、サーバーを再起動します。






5.2.12 関連コンテンツ・リンクのインポート

10gバージョンのソフトウェアから、関連コンテンツ表が含まれる11gバージョンにアーカイブをインポートする場合、インポートは2つの手順で実行する必要があります。最初に、アーカイブ内のコンテンツ・アイテムをインポートします。次に、関連コンテンツ表をインポートします。








5.3 カスタム・コンポーネントのインストール

カスタム・コンポーネントを本番環境に実装する前に、11gコンテンツ・サーバーが含まれる開発環境ですべてのカスタム・コンポーネントをテストすることをお薦めします。コンテンツ・サーバーにおける変更が原因で、10gのカスタマイズが異なる動作をしたり、間違った動作をする可能性があります。

	
コンテンツ・サーバーのUIを介してサーバーにログインします。


	
「管理」メニューの「管理サーバー」リンクをクリックし、UCM管理サーバーを選択します。


	
11gにインストールする各10gコンポーネントについて、次の手順を実行します。

	
「コンポーネント・マネージャ」ヘッダーの下の「拡張コンポーネント・マネージャ」リンクをクリックします。


	
「新規コンポーネントのインストール」セクション内の「参照」をクリックします。


	
$IntradocDir/upgrade/components/ディレクトリに移動し、コンポーネントのzipファイルを選択します。


	
「インストール」をクリックします。


	
「続行」をクリックします。


	
ここをクリックしてくださいリンクの1つをクリックして「コンポーネント・マネージャ」に戻り、必要に応じてこのコンポーネントを有効にします。





	
目的のコンポーネントがすべてインストールされたら、管理対象サーバーをもう一度再起動します。












A Oracle WebCenter Contentのアップグレード・アシスタントの画面


Oracle Universal Content Management 10gまたはOracle Universal Records Management 10gをOracle Fusion Middleware 11g WebCenter Contentにアップグレードする場合、アップグレード・アシスタントを使用できます。アップグレード・アシスタントを使用したOracle Universal Records Managementをアップグレードする手順とOracle Universal Content Managementをアップグレードする手順は、どちらも同じです。

この付録の画面は、Oracle Universal Content Management 10gのアップグレードの例を示しています。



A.1 Oracle Universal Content Management 10gスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの画面

この項では、Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの画面を示します。



A.1.1 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ようこそ」画面

[image: ua_welcome_md.gifの説明が続きます]



「ようこそ」画面は、アップグレードを起動するたびに表示されます。






A.1.2 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「操作の指定」画面

[image: speficy_op_ucm_schema.gifの説明が続きます]



これは、UCMスキーマをアップグレードする場合の「操作の指定」画面です。






A.1.3 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「前提条件」画面

[image: ua_prereq.gifの説明が続きます]



データベース・スキーマのバックアップが完了済チェック・ボックスおよび「データベースのバージョンが動作保証済」チェック・ボックスを選択し、「次へ」をクリックします。


	前提条件	説明
	
データベース・スキーマのバックアップが完了済

	
アップグレードの前に、データベースのOracle ECMリポジトリをバックアップすることをお薦めします。アップグレード・アシスタントでは、リポジトリがバックアップされているかどうかは検証されないため、このオプションはリマインダとして機能します。


	
データベースのバージョンが動作保証済

	
アップグレード・アシスタントでは、サポートされているデータベースにOracle Data Integratorリポジトリが存在している必要があります。

サポートされているデータベースのリストは、Oracle Technology Network (OTN)の次の箇所でも参照できます。http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html












A.1.4 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ソース・ディレクトリの指定」画面

[image: specify_source_schema.gifの説明が続きます]



このサーバーのintradoc.cfgファイルが含まれているディレクトリへのパスを入力し、「次へ」をクリックします。

このディレクトリを検索する場合は、「参照」を使用します。




	
注意:

このディレクトリは10g IntradocDirではなく、10g IntradocDirの場所が記述されているintradoc.cfgファイルが格納されているディレクトリです。














A.1.5 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ソース・データベースの指定」画面

[image: source_db_schema.gifの説明が続きます]



「ソース・データベースの指定」画面です。「次へ」をクリックします。






A.1.6 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントの調査」画面

[image: examin_ucm_schema.gifの説明が続きます]



これは、UCMスキーマをアップグレードする場合の「コンポーネントの調査」画面です。






A.1.7 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード・サマリー」画面

[image: summary_ucm_schema.gifの説明が続きます]



これは、UCMスキーマをアップグレードする場合の「アップグレード・サマリー」画面です。






A.1.8 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントのアップグレード」画面

[image: upgrading_ucm_schema.gifの説明が続きます]



これは、UCMスキーマをアップグレードする場合の「コンポーネントのアップグレード」画面です。






A.1.9 Oracle Universal Content Managementスキーマをアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード完了」画面

[image: complete_ucm_schema.gifの説明が続きます]



これは、UCMスキーマをアップグレードする場合の「アップグレード完了」画面です。








A.2 Oracle Universal Content Management 10g中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの画面

この項では、Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの画面を示します。



A.2.1 Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ようこそ」画面

[image: ua_welcome_md.gifの説明が続きます]



Oracle Universal Content Management (UCM)中間層をアップグレードする場合のOracle Fusion Middlewareのアップグレード・アシスタントの「ようこそ」画面です。






A.2.2 Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「操作の指定」画面

[image: specify_op_ucm_mt.gifの説明が続きます]



これは、UCM中間層をアップグレードする場合の「操作の指定」画面です。






A.2.3 Oracle Universal Content Management中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「ソース・ディレクトリの指定」画面

[image: specify_source_mt.gifの説明が続きます]



これは、Oracle UCM中間層をアップグレードする場合の「ソース・ディレクトリの指定」画面です。






A.2.4 Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「宛先ディレクトリの指定」画面

[image: specify_dest_dir.gifの説明が続きます]



これは、Oracle UCM中間層をアップグレードする場合の「宛先ディレクトリの指定」画面です。






A.2.5 Oracle WebCenter Content中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「WebLogic Serverの指定」画面

[image: specify_wls_ucm_mt.gifの説明が続きます]



これは、UCM中間層をアップグレードする場合の「WebLogic Serverの指定」画面です。






A.2.6 Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントの調査」画面

[image: examine_ucm_mt.gifの説明が続きます]



これは、UCM中間層をアップグレードする場合の「コンポーネントの調査」画面です。






A.2.7 Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード・サマリー」画面

[image: summary_ucm_mt.gifの説明が続きます]



これは、UCM中間層をアップグレードする場合の「アップグレード・サマリー」画面です。






A.2.8 Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「コンポーネントのアップグレード」画面

[image: upgrading_ucm_mt.gifの説明が続きます]



これは、UCM中間層をアップグレードする場合の「コンポーネントのアップグレード」画面です。






A.2.9 Oracle UCM中間層をアップグレードする場合のアップグレード・アシスタントの「アップグレード完了」画面

[image: complete_ucm_mt.gifの説明が続きます]



これは、UCM中間層をアップグレードする場合の「アップグレード完了」画面です。
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第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。


ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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